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概 要 

 本標準施工要領書は、国立研究開発法人 土木研究所、鹿島建設（株）との共同開発による、施工後も構造

物表面の変更観察可能であることを特徴とするコンクリートはく落防止対策工＝「NAV工法」に関し、具体

的にはナイロンクロスを変性アクリル樹脂（デンカハードロックⅡ)でコンクリート表面へ保持固定する工事

の施工に適用するものである。 

 

１ 施工材料・資機材 

 

 各工程の施工に必要な資材・工具を準備しておくこと。 

 

１－１． 各工程で使用する材料 

 プライマー 段差修正 接着剤 NAVシート 接着剤  

品 名 塗布工 不陸用調整工 下塗り工 貼付け工 上塗り工 備考 

 NAVシート    ○  

施工面積 

＋ 

継ぎ重ね分 

 NAVレジン１ 
○ 

0.2kg/m2 
   

○ 

0.2kg/m2 
 

 NAVレジン２  
○ 

必要量 

○ 

0.3kg/m2 
   

 増粘材AS380  ○    
NAVレジン２に対して 

2～6重量%添加 

 

 

１－２． 施工材料の詳細 

 

（１）ナイロンクロス 

● NAVシート（２方向クロス、） 

※荷姿： 幅１ｍの１００ｍ巻きロール状 

 

（２）プライマー、繊維接着上塗り材 

  ●NAVレジン１（変性アクリル樹脂） 

※施工温度に応じ、春秋用（Ｒ）、夏用（Ｓ）、冬用（Ｗ）を使い分ける。 

   ※荷姿： 5kg/30kgセット Ａ剤・Ｂ剤ともに2.5kg ﾎﾟﾘ缶、15kg金属缶入り 

 

（３）段差修正材、繊維接着下塗り材 

●NAVレジン２（変性アクリル樹脂） 

      ※施工温度に応じ、春秋用（Ｒ）、夏用（Ｓ）、冬用（Ｗ）を使い分ける。 

   ※荷姿： 5kg/30kgセット Ａ剤・Ｂ剤ともに2.5kg ﾎﾟﾘ缶、15kg金属缶入り 

 

（４）段差修正用増粘材    

  ●増粘材AS-380 

   ※荷姿： 5kg（NAVレジン２に対して2～6重量%添加する） 
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２．施工手順 

   

２－１． 施工フロー 

 

 NAV工法の施工は図２－１に示す施工フローによる。 

 

 

 

    （１） 準備工・前処理工      ●コンクリート表面の洗浄、乾燥、研磨処理 

                  ●段差、欠損部修正 

                    ※ひび割れ、欠損（大）は、事前に処理を行う。 

 

  （２）下地の変状観察・記録     ●記録が必要な下地の変状を観察し記録する。 

 

 

 

  （３）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布工       ●NAVレジン１をローラー塗布する。 

                  

 

 

  （４）段差修正･不陸調整工     ●必要に応じてAS380で増粘したNAVレジン２で 

                                       段差修正処理する 

 

 

  （５） 下 塗 り 工       ●NAVレジン２をローラー塗布する。 

 

 

 

  （６）ナイロンクロス貼付け工     ●NAVシートを貼付け、ゴムベラやローラーで 

                     押さえを行う。 

                 

 

  （７） 上 塗 り 工        ●NAVレジン１をローラー塗布する。 

                    ●表面をコテやゴムベラで平滑に仕上げ、余分な材料を 

                     除去する。  

 

  （８） 硬 化 養 生       ●硬化養生を行う。 

 

 

 

   図２－１  施工フロー 
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２－２． 作業方法 

 以下に NAV 工法の標準的な施工の作業手順を示すが、ここでは漏水、大規模な断面修復は考慮していな

い。これらは別途適用工法の施工要領によるものとする。 

 

【 施工ができないコンクリート面の状態 】 

  施工するコンクリート面の状態が以下の囲い中に挙げた条件に該当する場合には本工法は適用できない 

 （長期のはく落防止性能が期待できない）ので、施工時期を変える、何らかの対策をとった上で施工する 

 こと。 

 

 

     ・施工面が結露している場合。または湿度が９５％ＲＨを超えている場合。 

     ・施工面の水分量がケット科学社製の水分計で８％を越える値を示した場合。 

・施工面からの漏水が防げない場合。 

・寒冷地で施工面が凍結している場合。 

・施工面にすでに他の材料が施工されている場合。 

      (事前にその材料とNAV工法材料の付着強度を確認する必要がある。) 

 

 

 

（１）準備工・前処理工 

 ①墨出し・養生 

  ・NAVシートの接着範囲と材料塗布範囲 

   を墨出しし、材料塗布範囲をテープ養生 

   する。 

 

  ・シート接着範囲にぴったりテープ養生す 

   ると、シート貼り付け作業誤差で、テー 

   プ上に、NAVシートを貼る事態となるの 

   で、必ずテープ養生範囲はNAVシート 

   接着範囲より広くすること。 

 

 

 

 

 

 ②コンクリート面の表面処理 

  ・コンクリート面に付着している汚れやレ 

   イタンス等の脆弱層をディスクサンダー 

   等で取り除き、繊維接着範囲全体にわた 

   って細骨材を露出させる。コンクリート 

   の粉末は圧縮空気やエアブローで取り除 

   く。 
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 ③表面処理程度の目安 

  ・コンクリート表面処理に用いるディスクサ 

   ンダー等は、細骨材が露出する程度に行う 

   が、右図にその一例を示す。 

  ・ディスクサンダーはなるべく粗い番手のディ 

   スクを（＃３６程度）、その他の研削機も研 

   削効果が高いものを使用する。 

   

  ・細かい番手のディスク等を使用した研削はコ 

   ンクリート表面をかえって平滑にしてしまう 

   ことがあるので注意する（処理後の面が光沢 

   状態でないことが必要）。 

 

 

 

 

 

 

（２）下地の変状観察・記録 

 ①記録 

  ・必要に応じて、下地変状の状況を記録する。 

   たとえば右図のように、ひび割れの形状、      

   その他変状の存在、状態。 

      

 

 

 

 

 

 

（３）プライマー塗布工 

 ①計量・混合 

  ・NAVレジン１のA剤／B剤を計量混合する。 

  ・混合には電動ミキサー等を用いる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表２－１ プライマー塗布工要領 

材料名 混合比（重量） 混合方法 標準塗布量 施工道具 

NAVレジン１ A:B = 100:100 電動ﾐｷｻ /ー1分 0.2kg/m2 ローラー 

○ 

○ 

× 

× 

型枠境界

端部

端部

中央

型枠中央部

遊離石灰

【試験前調査：全照明 03.12.18】

0.8mm

0.6mm

0.65mm

0.65mm

0.6mm

0.6mm

0.4mm

型枠境界

端部

端部

中央

型枠中央部

遊離石灰

型枠境界

端部

端部

中央

型枠中央部

遊離石灰

【試験前調査：全照明 03.12.18】

0.8mm

0.6mm

0.65mm

0.65mm

0.6mm

0.6mm

0.4mm
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 ②塗布 

  ・混合したNAVレジン１をテープ養生した 

   範囲にローラーで均一に塗布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）段差修正・不陸調整工 

  繊維接着の障害となるような段差、不陸は 

  以下にしたがって処理し平滑化する。この 

  処理は必要な箇所だけに行う。 

 ①計量・混合・塗布 

  ・NAVレジン２のA剤／B剤を計量混合する。 

  ・混合には電動ミキサー等を用いる。 

  ・さらに増粘材AS-380を添加し電動ミキ 

   サーで混合する。 

  ・金ゴテ、ゴムゴテ等を用いてコンクリー 

   トの段差、不陸部分に塗り込む。 

 

         

 表２－２ 段差修正・不陸調整工要領 

材料名 混合比（重量） 混合方法 標準塗布量 施工道具 

NAVレジン２ 

及びAS380 

A:B:AS380  

= 100:100:4～12 
電動ﾐｷｻ /ー2分 必要量 コテ、ゴムベラ 

 

 

（５）接着剤下塗り 

 ①下塗り／計量・混合・塗布 

  ・NAVレジン２のA剤／B剤を計量混合する。 

  ・混合には電動ミキサー等を用いる。 

  ・混合したNAVレジン２をテープ養生した 

   範囲にローラーで均一に塗布する。 

 

 

 

 

                     

  表２－３ 下塗り工要領 

材料名 混合比（重量） 混合方法 標準塗布量 施工道具 

NAVレジン２ A:B = 100:100 電動ﾐｷｻ /ー1分 0.3kg/m2 ローラー 
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（６）ナイロンクロスの貼り付け 

 ①貼り付け 

  ・NAVシートの切断は重ね合わせ部分を 

   含めて寸法採りを行う。 

  ・下塗りのNAVレジン２を塗布後、直ちに 

   NAVシートを貼り付け、シート表面を繊維 

   方向へゴムベラや脱泡ローラーでしごき、 

   シートのたるみをとる。 

  ・接着剤をNAVシート中に含浸させる。 

   

 

 

 

 ②継ぎ重ね 

  ・本工法で用いるナイロンクロスは２方向 

   シートなので重ね継ぎはいかなる方向に 

   も100mm以上確保する。 

 

  （施工範囲中央部が継ぎ重ね部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）接着剤上塗り 

 ①計量・混合・塗布 

  ・NAVレジン１のA剤／B剤を計量混合する。 

  ・混合には電動ミキサー等を用いる。 

  ・混合したNAVレジン１をテープ養生した 

   範囲にローラーで均一に塗布する。 

  ・上塗りの作業後、繊維接着剤の硬化まで 

   に繊維のフクレ、シワ、ヨレ等が発生し 

   たら直ちに修正を行う。 

   

 

 

  ※NAVシートに材料が含浸すると白色が消え透明となる。この白色が消えていれば塗布量は充分である。 

   余分な接着剤は可視性を低下させるので、上塗り後に必ず、ゴムベラかコテで表面をならす。 

 

  表２－４ 上塗り工要領 

材料名 混合比（重量） 混合方法 標準塗布量 施工道具 

NAVレジン１ A:B = 100:100 電動ﾐｷｻ /ー1分 0.2kg/m2 
ローラー 

ゴムベラ 

  ［注意］NAVシートの下塗り接着剤と上塗り接着剤は別材料である。 
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（８）硬化養生 

  施工樹脂の硬化養生を行う。 

 

３．安 全 

 施工中は下記の事項を遵守する。 

  ●作業中は耐溶剤性手袋、眼鏡（ゴーグルタイプが最適）、防塵・溶剤マスク等の適切な保護具を必ず着

用すること。 

  ●接着剤の蒸気が滞留しないように換気、送風を行うこと。 

  ●作業中に気分が悪くなった場合、風通しの良いところで安静にすること。 

  ●皮膚に付着した場合は直ちに石鹸で洗い流すこと。 

  ●目に入った場合は流水で良くすすぎ落とし、その後直ぐに医師の診察を受けること。 

  ●誤飲した場合は直ちに吐き出し、その後直ぐに医師の診察を受けること。 

  ●接着剤は引火性なので作業中は火気が使用しないこと。喫煙は行わないこと。 

  ●硬化した接着剤は産業廃棄物として処分すること。 

  ●あまった接着剤は少量ずつ硬化させ産業廃棄物として処分すること。 

  ●その他消防法危険物第四類の取り扱いに関する注意事項を守ること。 

   注）施工に関して不明な点がある場合には、メーカーに問い合わせること。 

 

４．材料の廃棄処理方法 

４－１． NAVレジン１または２付着物の処理について 
  ●本品が付着した可燃物（ウエス、ダンボール、養生シート等）は自然発火する恐れがある。 

  ●本品が付着した可燃物は、すみやかに水を入れたバケツ等の容器に浸して廃棄するまで保管 

   すること。廃棄にあたっては、乾燥させないこと。 

 

４－２． NAVレジン１または２硬化物の処理について 
  ●本品の硬化物をディスクサンダーやディスクグラインダー等で研磨した粉末は、自然発火す 

   る恐れがある。 

  ●研磨、研削粉を集めるときは掃除機や集塵機を用いず、ほうき等を用いて集め、研磨、研削 

   粉は必ず水を入れたバケツ等の容器に浸して廃棄まで保管すること。 

  ●研磨、研削粉の廃棄は、産業廃棄物（プラスチック類）として、都道府県知事の許可を受け 

   た専門の廃棄物処理業者に処理を委託すること。 

 

４－３． NAVレジン１または２未使用品の処理について 
  ●未使用品を廃棄する場合は、Ａ剤とＢ剤を混合・硬化させた後、すみやかに水を入れたバケ 

   ツ等の容器に浸して廃棄するまで保管すること。 

  ●本品のＡ剤とＢ剤とを個々に廃棄する場合、廃棄処理するまで２液が混合することのないよ 

   う容器毎に、直射日光のあたる場所や高温多湿な場所を避けて保管する。 

 

４－４． 廃棄方法について 
  ●廃棄処理は、未使用樹脂、硬化した樹脂、接着剤容器および本品が付着した可燃物とともに 

   都道府県知事より認可を受けた専門の廃棄物処理業者に処分を委託すること。 

 

 

お問い合わせ 

デンカ株式会社 

特殊混和材部 
TEL 03-5290-5137 / FAX 03-5290-5085 


